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作野桂子 議員
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検証を踏まえ、検討する

Q.ごみ減量とカラス対策は

Q
町
に
お
い
て
は
、
ご
み
排
出

量
減
量
へ
の
取
り
組
み
が
実

質
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
減
量
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

現
状
の
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

A
生
活
福
祉
部
長

本
町
の
一
人
一
日
当
た
り
の

ご
み
排
出
量
は
令
和
２
年
度
時
点

で
「
６
２
０
グ
ラ
ム
」
と
県
内
で

は
10
番
目
に
排
出
量
が
多
く
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
も
悪
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
資
源
分

別
の
徹
底
や
、
水
切
り
な
ど
の
生

ご
み
の
排
出
方
法
に
つ
い
て
、
周

知
啓
発
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
令
和
４
年
度
、
ご
み
減
量
に
つ

な
が
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

役
場
庁
舎
内
で
「
段
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」の
実
証
実
験
を
始
め
た
。

　
ま
た
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
図
る

た
め
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
初
め
て
実
施

し
た
。

　
今
後
も
、
食
品
ロ
ス
を
含
め
、

ご
み
減
量
に
向
け
た
取
り
組
み
と

と
も
に
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

Q
近
年
、
カ
ラ
ス
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
対
策

が
必
要
で
は
。

A
生
活
福
祉
部
長

カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、

広
報
に
「
生
ご
み
を
新
聞
や
紙
袋

で
覆
っ
て
中
身
が
見
え
な
い
よ
う

に
す
る
」「
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
」

「
生
ご
み
を
減
量
す
る
」
な
ど
、
ご

み
の
出
し
方
の
工
夫
を
紹
介
し
て

い
る
。

　
今
後
も
よ
り
一
層
の
周
知
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
。

Q
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
図
書
室

で
は
、
返
却
後
の
図
書
は
一

冊
一
冊
消
毒
を
行
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
の
目
に
見
え
る
形
の
安
心

安
全
と
い
う
点
で
、
図
書
消
毒
器

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

現
在
、
多
く
の
利
用
者
に
安

心
安
全
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

返
却
本
に
つ
い
て
一
冊
ず
つ
職
員

に
よ
る
消
毒
を
実
施
し
て
い
る

他
、入
口
に
手
指
消
毒
液
の
設
置
、

カ
ウ
ン
タ
ー
や
机
な
ど
の
消
毒
の

実
施
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

な
ど
、
出
来
る
限
り
の
感
染
症
防

止
対
策
を
講
じ
て
運
営
し
て
い

る
。
紫
外
線
照
射
に
よ
る
図
書
消

毒
器
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
効
果
が
確
認
さ
れ
る
報
告

も
あ
る
が
、
照
射
に
よ
る
図
書
の

劣
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
図
書
消
毒
器
の
改
善
が

進
め
ば
、
改
め
て
検
討
す
る
。

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
も
求
め
ら
れ
る
。
ネ

ッ
ト
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
行
っ
た
。
内
容
を
聞
く
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
３
年
２
月
か
ら
図
書
室

に
あ
る
８
万
６
０
０
０
冊
の
本
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
予
約
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
改
め
た
。

24
時
間
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
予
約
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

Q
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
聞
く
。

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

毎
月
、
新
刊
図
書
や
図
書
室

だ
よ
り
「
書
窓
」
の
案
内
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

「
読
み
聞
か
せ
」の
案
内
な
ど
町
民

の
皆
さ
ま
が
読
書
に
親
し
む
た
め

の
機
会
の
提
供
を
発
信
し
て
い

る
。

家庭でもごみ減量を
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検証を踏まえ、検討する

Q.ごみ減量とカラス対策は

　
今
回
は
、
私
が
過
去
に
し
た
質

問
の
進
捗
状
況
な
ど
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
関
連
す
る
新
た
な
問
題

点
に
つ
い
て
も
質
問
を
す
る
。

Q
令
和
元
年
９
月
「
高
齢
者
・

妊
産
婦
・
乳
幼
児
ス
ペ
ー
ス

を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
」
と
質
問

を
し
た
。
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

避
難
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
６
月
に
災
害

時
学
校
施
設
利
用
計
画
を
作
成

し
、
校
舎
内
に
要
配
慮
者
な
ど
の

居
住
エ
リ
ア
を
設
定
し
た
。
今
後

は
、
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
割
り
当
て

な
ど
を
し
て
い
く
。

Q
令
和
元
年
９
月
「
車
中
・
テ

ン
ト
泊
が
で
き
る
場
所
は
ど

こ
か
」
と
質
問
を
し
て
「
支
援
を

念
頭
に
置
い
て
避
難
所
運
営
体
制

を
検
討
す
る
」と
答
弁
し
て
い
る
。

ま
た
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
実
施
時
に

車
中
・
テ
ン
ト
泊
訓
練
を
し
て
は

ど
う
か
」
と
質
問
を
し
た
。
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

災
害
時
学
校
施
設
利
用
計
画

で
は
、
校
庭
を
避
難
者
用
の
駐
車

場
エ
リ
ア
と
し
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
の
エ
リ
ア
の
活
用
を
念
頭
に
検

討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
防
災
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
本
格
的
な
訓
練
を
再
開
し

た
う
え
で
、
そ
の
検
証
を
踏
ま
え

車
中
・
テ
ン
ト
泊
訓
練
の
実
施
時

期
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
令
和
２
年
12
月
「
耐
震
改
修

促
進
計
画
目
標
達
成
の
た
め

に
何
を
す
る
の
か
」
と
い
う
質
問

を
し
た
。
検
討
さ
れ
た
内
容
、
現

在
の
考
え
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

代
理
受
領
制
度
を
導
入
す
る

と
と
も
に
、
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
再
度
、
他
自
治
体
の
補

助
制
度
を
研
究
し
検
討
を
進
め

る
。

　
審
議
会
を
傍
聴
し
て
、
議
事
録

を
確
認
す
る
と
私
が
必
要
だ
と
思

う
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
る
。
附
属
機
関
の
議
事
録

は
「
議
事
録
等
の
作
成
に
関
す
る

指
針
」
に
基
づ
き
、
全
文
筆
記
、

要
点
筆
記
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

議
事
録
と
は
「
会
議
の
内
容
、
決

定
に
至
っ
た
過
程
や
結
論
な
ど
を

記
録
し
て
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
」

「
会
議
に
参
加
し
て
い
な
い
人
も

含
め
て
情
報
共
有
を
は
か
る
た
め

に
作
成
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
。

　
他
自
治
体
を
調
査
し
た
と
こ
ろ

「
全
文
筆
記
を
原
則
と
す
る
」「
審

議
の
経
過
が
分
か
る
よ
う
に
、
発

言
内
容
を
明
確
に
し
て
記
録
す
る
」

な
ど
、
様
々
な
方
法
で
透
明
性
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

Q
令
和
５
年
に
音
声
か
ら
文
字

デ
ー
タ
に
変
換
す
る
機
器
が

本
格
導
入
さ

れ
る
予
定
で

あ
る
。

　
こ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
特
に

重
要
な
事
項
を
扱
う
審
議
会
の
議

事
録
を
全
文
筆
記
に
変
更
す
る
、

ま
た
は
、
要
点
筆
記
で
公
開
し
、

全
文
筆
記
で
記
録
を
残
し
て
は
。

A
総
務
部
長

審
議
会
に
よ
っ
て
ど
の
程
度

ま
で
詳
細
に
記
録
す
る
必
要
が
あ

る
か
は
異
な
る
。
審
議
会
な
ど
で

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
こ
の
機
器
で
作
成
さ
れ
た
文

字
デ
ー
タ
の
取
扱
い
は
。

A
総
務
部
長

機
器
に
保
存
さ
れ
た
文
字

デ
ー
タ
は
文
書
管
理
規
定
に
定
め

ら
れ
て
い
る
期
間
保
存
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

テント泊には準備が必要
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